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H.G.プル=マTのィンポリック相互作用論にゃける

「行為者と社会との関係」再考

…             t桑 原 司

ブルーマーのシィボリッタ相互作用論が提起する 「人間と社会との関係」な

いしは 「行為者と社会との関係」とは、パーソンズを中心とする構造機能主義

社会学が有する 「人闇と社会との関係」に対する徹底したアンチテーゼであつ

た。構造弾韓主義社会学ず有する 「人間1卒会と?甲 係」とは、簡潔に述べれ

ば、社会
が一方的t=八

甲: 形々球するとい,tlのであ?た oそ のような 「人間←

社会との関係」卜換言すれ'キ 4EL会によっT方 的な人間形成の論理に対して、

プルー
==?ィ イギリーマィ11甲耳作用論が提起したのは、それに対するアンチ子

…ゼと,T?人 PH8,こ,よ全牛舎平成?論 理で
ャ
あ?た。

本稿は、このィ十T,子す?シンボリッタ相互作用論t=おける「人間と学会と

の関係」ないしは1「行為者←社会との関係Jを問い直すことを目的にしている。

具体的に'=、本稿は、ィメ“T―
マーのシンギッック相互作用論の柱石を占,め

てい

る 「自己相互作用」(self tinteraction)概念との確固たる結びつきのもとに、

そのシンポリック相互作用論の 「理論」において、社会が 「動的 ・過程的」で

ある所以を解きあかそうとしている。

本稿が明らかにした告こつによれば、アルTマ ーのシンポリック相互作用論

の 「理論」においては、まず 「行為者と世界との関係」は、|その行為者?「 自

己相互作用」を通 じて設定されるものと考えられていた。しかし、そのような

「自己相互作用」は、フリTハ ンドになされるものではなく、その行為者が当

該の 「世界」(world)ないしはその世界を帯球する 「対象」(object)(具体的に

は他者ないしは他者達)よ り前もって獲得した、二つの 「図式」に沿ってなさ

れるものであると考えられていた。

この二つの「図式」に沿って、行為者は世界を定義し、その世界との間に、

ある一定の関係を取り結ぶ。しかしこの「世界」は、行為者による一方的な定

義を許すものではなく、そのような定義に対して「抵抗」(resttst)ないしは

「トークパック」(talk back)することができる 「現実の世界」(world Of
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reality)でもあった。きらに、行為者はtこ あ世界からの 1抵抗」ないしな
「卜~ク パ・ノク」を手がかりとして、自らの定義の妥当性の如何を知ることが
でき、必要とあらば、自らの定義を修正し、その結果としを、その世斉との間
に取り結んでいる既存の関係性を再構成するのであった。この意味で、プルー

マーのシンポリック相互作用論たおいては、
|!「

行為者と世界との関係Jは 、行
為者による一方的な定義活動によぢて定あられるものをはなく、

!行
為者による

定義とtそ の定義に対する世界か
―
らあ 「トニタパック」との相互作用ないしは

相互影響の中で構成 ・再構成されるもあとして捉えられをぃたことになる。

上言己の知見を以て、プルニマ上の 「ジョィント・ァクション」(30int ac…
tion)論をお考し、その結果ととを、

1走
舎力ヽ 「動的・逼程的」である所以を、

唱予塀言蟹暑志権網縄gま曾患鮭鞄3,綜努承千晶
相互作用」の特殊形態としての 「考慮あ考慮」(takinどとさと。品丁もF taking
accouht)を行い、それに基づいて互いた相手に対して行為し合うとき、そこに
「ジヨイント・ァクション」二十在基」が形茂されると甘|ナルニ|と|の

シンポ
リック相互作用論においては見な

tき
れてt、たどここで

|「
考慮の考慮」とは、他

者が考慮tと入れていることを、行為者自身が考慮た入れなことたょって、
fま

た、
それを他者の側も行うことによちを、ぞの行為者と他者と赤 「単に自分力球目手
のことを考慮に入れているだけをはなくして、逆に、_自分のことを考慮に入れ
ている相手として、その相手のこどを考慮に入れる」ことを意味

fし
をt、た。さ

らにその結果として、相手が自分た滝じFゃ軍している,ことを、
1自
分自らがな

定することになるとする|もあであをたど十これを荻方ボ遭功た行っ!た場合t「ジ
ョィントとァクショシ」はスムと力たル抗されるとす宏あか、ナルニ■_の議
論であった。     r  i■

'_ ■
■i   t ―

ここで適切な 「考慮の考慮Jが 自他ともにおこなわれている場合ヽその行為
者とその他者とあ間には「共通の定義」

―
(cる品On defiiitiるn)が生じる。さらに、

この 「共通の定義」によちて、ヤジちィウト1ナクラまン」
｀
あ安定した形態が

繰り返し生起することが可能になる。またこの「共通の定義」は、社会的相互
作用への参与者達が、同一の解釈図式を、すなわち、同形式の 「考慮の考慮」
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号

をおこ||卜続'|っキ|と!|li子て?み維ゃギ■,:|るゃ
のと,!下、プルーマーのシ

ンボリック甲軍作用論t子→11ては揮え1身れていた||「|マイント・アクショィ」
=「社会Jダt,勢的・過程的」であるたゃ年!ま1章?「プヨイント・アクショ
ン」がその形態を変容挙■争‐メ

カi下4ず評岬さ争みなければならない。換言

すれば、社会中甲=作 用への参与者岸ギ.自 ら?t「解釈図式」ないしは 「考慮

の考慮」の仕方
午
変容させゃ、メカニズ■が説明されなけ争ばならない。

「ジョイント,ァクシヨイ」を形成している行為者と仲者というダイアディ

ックモデルにおいてい、行為者にとっては他者が、そして他者にとっては行為

者が 「対象」であり、互いが相手に関して 「考慮の考慮Jを おこなっている。

さらに、互半にヽ相手がir対象」である
1言 つキf←い、互卜にヽとって相手は解釈

され、定義され々 字4下411同 時に、f千?キ.?t卒野零ギ軍義に対して「抵抗」

ないしは「卜TクィヾッタJtゃ得る「現実の半騨下もあっと言うことになる。
その結果、保!こ他者が行為?再 設定をゃこなえば、そのキとぃ、行為者の側か

ら見た場合、その行為者tlliっての 「トークバック」を亭味することになる。

さらにこの 「トァクィヾック」十を契機として、その行為者が行為の再設定をおこ

なえば、今度は、他者の側から見た場合、それがその他者にとっての 「トーク

バ・ノク」を意味すること,こなる。すなゎち、どちらかT方 に対して 「トークイヾ

ック」が向けられるとき'=はいつでも、それを向けられ本側は、自己の行為の

再設定をおこなうことになり、そのことが他方の行為の再設定を促すことにな

るのである。双方の行為の再設定がおこなわれれば、両者の間に成立している

「ジョイント・アクション」の形態も変化することになる。しかも、このよう

な変地の可能性は、主二存在している事を我々は明らかにした。というのも、

この行為者と他者との関係においては、互いがいくら正確に相手を把握しよう

としても、互い!ことって甲予!ま、常に!「人甲によ?て全く知覚されないかもし

れないし、知覚されたとしても不正確にしか知覚されないかもしれない」 「現

実の世界」だからである。

以上のようにして、 「ジョイント・アクション」=「 社会」は、人間の 「自

己相互作用」の形式の変化に伴って、その形態を変容させるのである。

1                          軽
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しかし、このようなプルーマーの定式には、かねてから、それが 「ミクロ主

義」的であるとの批判が寄せられてきたとすなわち、 「社会構造論的視点の欠

藩」ないしは 「集合的レベルの事象を説明することの困難き」が指摘されてき

たのである。このような批判に対して、プルーマーのシンポリック相互作用論

の理論枠組みでもtマ クロ分析が可能であるとの見解を堅持する種々の論者は、

次のように反論していた。すなわち、プルーマーのシンポリック相互作用論に

おいては、 「行為者」というタームは、 「活動単位」(acting unit)とも表現き

れており、この表現が意味することは、 「行為者」 (「活動単位」)に は、単

に人間個人のみならず、 「集団J:も含まれているということである、と。すな

わち、ミクロな領域を分析する際には、、「社会」すなわち 「ジョイント・アク

ション」を、それが 「個人」と 「個人」!から形成される|ものと捉え、マクロな

領域を分析する際には、それが 「集団Jfと 「集団」とから形成されるもと捉え

るというのである。しかし、このようなプルーマー論には、我々が考える限り、

二つの欠点がある。そのうちの一つは、このようなプルーマー論では、マクロ

分析をおこなう際には、プルーマーのシンポリック相互作用論の柱石として位

置づけられている 「自己相互作用」が、分析の後景に退いてしまうということ

である。そしてもう一つは、このようなプルーマー論を想定すれば、ブルーマ

ーのシンボリック相互作用論の方法論的な鉄則である 「行為者の見地」(po―

sition of the actor)からのアプローチが、実行不可能なものとなってしまう

ということである。

社会理論の根底に 「自己相互作用J概 念を据え、かつ、方法論的鉄則として

「行為者の見地」からのアプロニチを遵守した上で、如何にしてヤクロ分析を

おこなうのか。これがプルーマーのシンポリック相互作用論に残された課題の

最たるものである。
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